
長
野
県
護
國
神
社
例
大
祭

は
、
四
月
二
十
九
日
（
水
）

前
日
祭
及
び
前
夜
祭
・
三
十

日
（
木
）
例
大
祭
の
両
日
、

諸
祭
儀
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。

前
日
祭
・
前
夜
祭
の
主
催

は
松
本
市
崇
敬
者
奉
賛
会

で
、
二
十
九
日
は
午
前
九
時

か
ら
同
会
の
関
係
者
が
奉
賛

金
を
納
め
な
が
ら
参
拝
さ
れ

ま
し
た
。
神
域
内
で
は
弓
道

大
会
が
あ
り
県
内
の
学
生
、

一
般
の
弓
道
愛
好
者
が
大
勢

参
加
し
ま
し
た
。
午
前
十
一

時
か
ら
前
日
祭
が
厳
粛
に
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。
主
に
、
奉

賛
会
の
役
員
・
地
域
の
信
者
・

松
本
市
遺
族
会
の
役
員
等
が

参
列
し
ま
す
。

午
後
七
時
か
ら
は
前
夜
祭

で
、
境
内
に
お
い
て
花
火
大

会
が
行
な
わ
れ
近
所
の
人
や

親
子
連
れ
の
方
々
が
観
覧
に

来
て
い
ま
し
た
。

平成 11年・第 23回慰霊巡拝時のハイランド・ショウの珍しい写真です。
当会会員　竹村淳氏撮影。関連記事４面
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ニ
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ニ
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け
て
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
と
を
願
い
ま
す
。

そ
し
て
、
諸
課
題
と
真
摯

に
向
き
合
い
会
の
継
続
に
向

を
大
切
に
し
て
、
戦
死
し
た

ご
英
霊
の
顕
彰
と
恒
久
平
和

に
向
け
て
盛
況
に
行
わ
れ
る

石
碑
「
嗚
呼
戦
友
」
が
目
に

留
ま
り
ま
す
。
野
鳥
が
群
れ

集
う
「
美
須
々
の
森
」
に
は

い
く
つ
も
の
石
碑
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
碑
に
は
、「
永
久

平
和
」
の
文
言
が
記
さ
れ
て

お
り
、
護
國
神
社
は
純
粋
に

「
平
和
の
守
護
神
」
で
あ
る

と
理
解
し
て
い
ま
す
。現
在
、

慰
霊
祭
を
例
年
継
続
し
て
い

る
の
は
当
会
と
「
あ
ゝ
特
攻

隊
」
だ
け
の
よ
う
で
す
。

さ
て
、
私
ご
と
に
戻
り
ま

す
が
、
入
会
す
る
ま
で
は
正

直
言
っ
て
関
心
度
は
薄
く
諸

先
輩
方
々
の
よ
う
に
現
地
慰

霊
巡
拝
も
遺
骨
収
集
に
も

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
私
の

生
活
環
境
が
ま
ま
な
ら
ず
断

念
す
る
中
で
、
会
の
集
合
時

に
諸
先
輩
の
現
地
慰
霊
巡
拝

体
験
談
を
聞
い
た
り
、「
椰

子
の
樹
」
会
報
の
巡
拝
・
遺

骨
収
集
の
掲
載
記
事
を
見
て

様
子
を
知
っ
て
い
る
程
度
で

す
。
今
年
は
第
五
十
八
回
の

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
戦
没
者

慰
霊
大
祭
が
七
月
二
十
六
日

に
行
わ
れ
ま
す
。
歴
代
の
諸

先
輩
方
が
築
き
上
げ
た
本
会

三
十
日
は
、
午
前
十
一
時

例
大
祭
が
斎
行
さ
れ
県
内
各

市
町
村
の
遺
族
会
の
方
々
は

神
苑
テ
ン
ト
内
で
、
神
殿
内

に
は
当
会
か
ら
安
川
会
長
、

長
野
県
遺
族
会
会
長
、
国

会
議
員
二
名
、
県
議
会
議

員
、
市
町
村
長
、
市
議
会
議

員
等
々
の
来
賓
者
を
含
め

百
二
十
名
程
が
参
列
さ
れ
ま

し
た
。
祭
典
終
了
後
、
鳥
居

前
で
神
職
と
ご
来
賓
の
皆
様

の
記
念
撮
影
が
あ
り
、
引
き

続
き
美
須
々
会
館
で「
直
会
」

が
あ
り
ま
し
た
。

感
想
と
し
て
、
遺
族
会
の

方
々
の
高
齢
化
が
顕
著
で

あ
り
参
拝
者
が
減
少
し
て 

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

私
の
長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
会
へ
の
想
い
は
、
令
和
四

年
七
月
に
長
野
県
護
國
神
社

で
前
小
池
会
長
に
出
会
い
、

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
へ

の
入
会
を
熱
心
に
勧
め
ら
れ

て
同
年
七
月
三
十
一
日
入
会

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

護
國
神
社
へ
参
拝
す
る
と

き
、
ま
ず
第
一
鳥
居
か
ら
左

前
面
に
悠
然
と
そ
び
え
立
つ

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
国
立
博
物
館

代
表
の
挨
拶
、
続
き
各
協
会

の
代
表
の
追
悼
の
辞
、
そ
の

後
全
員
で
献
花
を
行
い
、
点

火
焼
骨
を
行
い
拝
礼
し
た
。

御
遺
族
の
方
々
は
立
ち
上
る

炎
や
、
煙
に
何
を
思
い
、
何

を
願
っ
た
か
？
人
知
れ
ず
涙

と
汗
の
滲
ん
だ
顔
を
拭
っ
て

行
わ
れ
た
。

派
遣
団
は
２
月
14
日
よ
り

現
地
で
洗
骨
な
ど
の
作
業

に
入
り
、
18
日
に
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
国
立
博
物
館

敷
地
内
で
、
焼
骨
及
び
追

悼
式
を
行
い
、
在
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
日
本
国
大

使
代
表
の
挨
拶
、
パ
プ
ア

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
シ
ベ

リ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
を

含
む
遺
骨
の
誤
認
問
題
な
ど

が
あ
り
、
し
ば
ら
く
途
絶
え

て
い
た
遺
骨
の
帰
還
事
業

が
、
再
開
さ
れ
た
。
令
和

七
年
度
事
業
と
し
て
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
没
者
遺
骨

収
集
派
遣
団
が
結
成
さ
れ
、

令
和
８
年
２

月
13
日
か
ら

24
日
に
か
け

て
現
地
に
派

遣
さ
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
に
限
っ
て

は
８
年
ぶ
り

に
祖
国
に
帰

還
し
た
ご
遺

骨
の
関
連
事

業
の
引
き
渡

し
式
及
び
拝

礼
式
が
執
り

収容されていたご遺骨を、収容されていたご遺骨を、
ブラシや束子で部位ごとの洗骨ブラシや束子で部位ごとの洗骨

積
年
の
思
い
を
抱
き
17
柱
祖
国
の
地
に
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遺
族
会
５
名
、隊
友
会
１
名
、

Ｊ
Ｙ
Ｍ
Ａ
１
名
、
指
導
監

督
・
遺
骨
鑑
定
人
と
し
て
厚

労
省
社
会
・
援
護
局
か
ら
２

名
の
総
数
17
名
で
、
帰
国
し

た
派
遣
団
の
胸
に
抱
か
れ
て

入
場
遺
骨
を
仮
安
置
し
て
黙

祷
、
参
加
者
全
員
で
献
花
を

行
い
、
陸
上
自
衛
隊
・
中
央

音
楽
隊
が
奏
楽
す
る
中
、
厚

生
労
働
省
職
員
に
捧
持
さ
れ

会
場
を
後
に
し
、
厚
生
労
働

省
に
安
置
さ
れ
た
。

拝
礼
式

５
月
25
日
、
午
後
零
時
30

分
よ
り
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓

苑
に
て
拝
礼
式
が
執
り
行
わ

れ
た
。

一
同
で
国
歌
斉
唱
後
に
厚

生
労
働
大
臣
式
辞
、
次
い
で

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
硫
黄
島
な

ど
各
地
で
収
容
さ
れ
た
ご
遺

骨
を
納
骨
し
、皇
族
殿
下（
佳

子
様
）並
び
に
一
同
で
拝
礼
、

そ
の
後
内
閣
総
理
大
臣
、
遺

族
代
表
、
関
係
国
・
駐
日
大

使
、
各
政
党
代
表
な
ど
が
献

花
し
閉
式
さ
れ
た
。

引
き
渡
し
式

２
月
25
日
帰
還
し
た
17
柱

の
引
き
渡
し
式
が
、
雨
が
激

し
く
降
る
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者

墓
苑
で
執
り
行
わ
れ
た
。
派

遣
団
の
編
成
は
、
推
進
協
会

３
名
、
日
本
遺
族
会
５
名
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
友
・

い
た
。

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
は

12
万
７
千
600
人
（
概
数
）
が

亡
く
な
り
、
収
容
遺
骨
数
は

５
万
１
千
430
柱
（
概
数
）
と

ま
だ
半
数
以
上
が
遠
く
離
れ

た
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
地
で
日

本
へ
の
帰
還
を
待
ち
望
ん
で

い
る
現
実
に
胸
が
痛
む
。

仮設の祭壇で現地の要人も参加し追悼式（国立博物館敷地内）仮設の祭壇で現地の要人も参加し追悼式（国立博物館敷地内）

焼骨、（魂を黄泉路に導き、防疫も兼ね）立ち上る煙がニューギニアの空に焼骨、（魂を黄泉路に導き、防疫も兼ね）立ち上る煙がニューギニアの空に

２
月
の
引
き
渡
し
式
は
冷

た
い
涙
雨
で
の
お
迎
え
だ
っ

た
が
、
靖
国
通
り
か
ら
千

鳥
ヶ
淵
墓
園
に
通
じ
る
、
緑

道
の
桜
は
ま
だ
固
い
蕾
の
ま

ま
だ
っ
た
。
そ
の
中
に
５
〜

６
本
ほ
ど
の
修
繕
寺
寒
桜
が

咲
き
誇
り
、
ご
遺
骨
の
お
迎

え
に
色
を
添
え
て
い
た
。

拝
礼
式
は
良
く
晴
れ
た 

五
月
晴
れ
の
良
い
天
気
と

な
っ
た
。
積
年
の
思
い
を
達

し
、
墓
苑
に
納
ま
っ
た
ご
遺

骨
の
安
堵
感
す
ら
髣
髴
と

さ
せ
ら
れ
た
５
月
の
一
日 

だ
っ
た
。
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▼
事
務
局
か
ら
▲

　

令
和
７
年
度
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。�

（
順
不
同
）

　

練
馬
区

　
　

山
岸　

幸
子　

様

　

安
曇
野
市

　
　

林　
　

栄
一　

様

　

長
野
市

　
　

竹
村　
　

淳　

様

　

宇
都
宮
市

　
　

松
森　

良
造　

様

�

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

筆
者
の
ア
ナ
ロ
グ

時
代
の
ア
ル
バ
ム

か
ら
プ
リ
ン
ト
を

慰
霊
巡
拝
は
、
そ
の
都
度

日
程
や
巡
拝
コ
ー
ス
が
異
な

り
、
そ
れ
に
出
合
う
こ
と
は

難
し
い
こ
と
で
す
が
、
こ
の

時
の
巡
拝
団
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
文
化
の
最
も
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
ら
し
さ
を
十
分
堪
能
で
き

恵
ま
れ
た
感
が
し
ま
す
。

な
お
、
竹
村
氏
に
よ
れ
ば

当
時
の
為
替
レ
ー
ト
は
１
キ

ナ
45
円
で
、
ハ
ー
ゲ
ン
シ
ョ

ウ
観
覧
料
は
10
キ
ナ
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
航
空

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
航
空

運
行
再
開

運
行
再
開

2020
年
よ
り
運
休
し
て
い

た
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
航
空
成

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で

は
、
一
年
中
ど
こ
か
で
シ
ン

シ
ン
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ン
シ
ン
と
は
鬨
の
声
を
あ

げ
て
踊
る
儀
式
で
、
士
気
を

鼓
舞
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る

も
の
で
し
た
が
、
今
で
は
結

婚
式
や
感
謝
の
儀
式
と
し
て

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
大
の
シ
ン
シ
ン
は
、
ハ

イ
ラ
ン
ド
地
方
の
ゴ
ロ
カ
・

シ
ョ
ウ
を
（
イ
ー
ス
タ
ン
・

ハ
イ
ラ
ン
ド
・
シ
ョ
ウ
）
と

呼
び
、
マ
ウ
ン
ト
・
ハ
ー
ゲ

ン
・
シ
ョ
ウ
を
（
ウ
エ
ス
タ

ン
・
ハ
イ
ラ
ン
ド
・
シ
ョ
ウ
）

と
呼
ば
れ
、（
写
真
は
マ
ウ

ン
ト
ハ
ー
ゲ
ン
）
一
年
交
代

で
行
わ
れ
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
最

大
の
見
物
と
な
っ
て
い
る
。

各
地
の
高
地
民
族
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
民
族

衣
装
と
、
色
彩
鮮
や
か
な
顔

面
迷
彩
で
参
集
し
、
２
日
間

に
渡
っ
て
、
舞
踏
と
偽
装
戦

闘
を
披
露
し
、
そ
の
原
始
的

な
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
圧
倒

さ
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。

ハ
イ
ラ
ン
ド
・
シ
ョ
ウ

ハ
イ
ラ
ン
ド
・
シ
ョ
ウ

田
路
線
が
、
本
年
７
月
18
日

（
土
）
運
行
再
開
の
運
び
と

な
っ
た
。

運
行
便
数
は
週
２
便
で
毎

週
（
水
）・（
土
）
曜
日
で
利

用
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
成
田
国

際
空
港
・
第
２
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
。

運
休
中
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

へ
の
渡
航
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ケ

ア
ン
ズ
な
ど
の
経
由
で
し
た

が
、
こ
れ
に
よ
り
時
間
的

に
も
、
日
程
的
に
も
余
裕
を

持
っ
て
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
の

旅
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

椰
子

の
実

▽
第
58
回
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
戦
没
者
慰
霊
大
祭

�

並
び
に
通
常
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
で
は
会
則
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方

面
戦
没
者
慰
霊
大
祭
と
、
通
常
総
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

●
慰
霊
大
祭　

日
時　

令
和
８
年
７
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
よ
り　
　
　

護
國
神
社
本
殿

　

●
通
常
総
会　
　
　
　

�
慰
霊
祭
終
了
後
引
き
続
き
直
ち
に
開
催

致
し
ま
す
。　
　
　
　
　

美
須
々
会
館

　

大
勢
様
の
ご
参
加
で
意
義
深
い
慰
霊
祭
と
、
総
会
に
致
し
ま

し
ょ
う
。

採
用
頂
き
感
謝
。
シ
ン
シ
ン

を
思
い
出
す
。
新
聞
テ
レ
ビ

で
は
熊
の
字
が
途
切
れ
な
い

毎
日
、「
ク
マ
に
ま
た
が
り

オ
ウ
マ
の
稽
古
…
」
な
ん
て

昔
か
ら
友
人
だ
っ
た
の
に
。

鍵
を
開
け
た
り
人
並
み
の
チ

エ
者
と
の
付
き
合
い
は
こ
の

ま
ま
で
は
ど
う
な
る
こ
と
や

ら
★
そ
の
昔
、
新
宿
駅
近
く

の
ク
マ
料
理
店
で
呑
み
す
ぎ

た
ら
「
熊
の
胃
」
の
お
世
話

に
な
っ
た
こ
と
も
忘
れ
な
い

★
そ
れ
に
し
て
も
ク
マ
と
遭

遇
し
た
警
官
た
ち
が
受
傷
し

た
と
か
、
装
備
の
拳
銃
を

使
っ
て
は
い
け
な
い
規
則
な

ん
だ
ろ
う
か
？
★
熊
も
怖
い

が
金
を
貰
っ
て
見
ず
知
ら
ず

の
人
を
傷
つ
け
殺
傷
す
る
バ

イ
ト
が
あ
る
そ
う
な
…
。
油

断
な
ら
な
い
犯
罪
時
世
、
会

員
の
皆
様
方
も
精
々
気
を
付

け
て
お
過
し
く
だ
さ
い
。
本

欄
は
編
集
の
都
合
で
字
数
が

半
分
近
く
に
減
り
ま
し
た
が

中
味
で
頑
張
り
ま
す
。（
竹
村
）

第39号（4）令和8年6月30日 長野県ニューギニア会


